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大大谷 1455号文書((写) Ii'集成』、図版七 (録〉問、六二頁)
数紙貼合.





食大谷 1457号文書((写) Ii'集成』、図版八 (録〉岡、六三頁)












女大谷 1461号文書((写) Ii'集成』、図版四 〈録〉問、六四頁)
全五行で、 『集成』の第四行目の後方にもう一行、存在が確認できるが、釈読は不可能。
第一行目、 「コ亘」は「コ塞」、 「園盟差Jは「蓋盟圏」、 「塞益蔓」は「室益蔓」と釈読でき
る。
第三行目、 「杢差腫j も「歪圏直』と釈読できる.









女大谷 1465号文書((写) Ii'集成』、図版五 〈録〉問、六四頁)
全四行。第一行目、 「童塑窒jは「童迎窒j と釈読できる。姓としてはこのほうがはるかに妥当
であろう。
第二行目冒頭、 「コ口蓋埋壬」は r(コ)圏基盤王Jと釈読できる。名籍であれば、 「張j字
の直前は空格とすべきであろう(以下、第三行目と第四行目も同様である)。
第三行目冒頭、 「コ口全狙皇位Jは r(コ)圏全狙塾生」と釈読できる。
大大谷 1467号文書((写) Ii'集成』、図版四 〈録〉岡、六五頁)
二紙貼合。第二紙は釈読できないが、 『集成』が第一行目とした前方下部にもう一行が確認でき
る。
*大谷 1470号文書((写) Ii'集成』、図版九 〈録〉同、六五頁)
「令示」の二字。判語か。

























































の最下紙)の復元の手がかりにするととができる。その結果、 1452号と 1453号、 1452号


















検討一J (Ii'東洋史苑』第二三号、一九八四年〉、三五頁)、とのうち 1307号(第一紙 白須氏
の1306号)、 1457号(第二紙白須氏の 1458号)、および 1459号は、その「臣j字
から判断して延書年間(六二四~六四O年)、とくにその四(六二七)年以後の上奏文書と考えられ
ることである。また白須氏が指摘した以外にも、 2406号(上部紙)に「臣」字が認められる。乙























内 容 上奏文書は、その内容については不明確なものが多いが、上の 1457号(第一紙)に
は、銀銭・銅銭の額とともに、麦の数量が記されている。 2937号 (B片)もやはり麦の数量と銀
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